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The word " Onodukara-Naru " of the ancient Japanese represents Nature as it is and is the 
heart of ancient Japanese Thought. 
In the beginning, the primordial sprout of the reed (Asikabi) broke into leaf. This Asikabi 
reprezents the power of Onodukara-Naru-Spontaneous Activity. Objects of Nature are 
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と言うのは、例えば Rudolf Otto の das Heilige
（註 10） は übernatürlich と規定されていて、そこ
には natürlich と区別する目印( Merkmal ) が主張
されているが、オノヅカラナルの場合はそのような
ものは認められない。Otto の説明を見ると、das 
Heilige は人間の信仰心（  Subjekt ）の対象
（ Objekt ）であるが、オノヅカラナルの場合は、
（人間の）外と内に同時にオノヅカラナルが働く構
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我々志故曰宗我富」 






























































































































































































































































































































































































































4) 西宮一民校注『古事記』 新潮古典集成本 
1979  注 p.324 
5) 拙論「「自然物」について」第 7 節 参照 
6) 例えば、益田勝実 『火山列島の思想』1965 





9) 和辻哲郎 『日本倫理思想史 上』 第一篇
第二章 全集１２ 
10) Rudolf Otto, "DAS HEILIGE über das 
irrationale in der IDEE des Göttlichen und 
sein Verhältnis zum Rationalen"  1917 
11) 拙論「古代日本語ナルについて」 5、6 節
参照 
12) これは、神事において、神の役を勤めるこ
とを可能にしている一つの要因ではなか
ろうか。昨日の神事で神となっていたのは、
今目の前に居る隣の田吾作であることは、
皆知っていることであるが、だからと言っ
て、昨日の神が贋物であるということでは
ない。 
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13) （13）内と外でオノヅカラナル働きが実現
することがオノヅカラナルであり、言葉と
して実現しているのがウタであると考え
ていくと、これがコトダマの本来の意味で
ある可能性もあり得るであろう。この場合
は、言葉を発するとそれは事実となる、と
いうことの本来の意味ないし形態は、オノ
ヅカラナルの発動・実現という条件の下で
のことと考えられるのである。 
14) アシカビがナル カミであり、またナルモ
ノでもあることからすると、広くナルモノ
は生々と生成し続けていて（ナリ続ける）、
静止し固定した「死体」ではない、と考え
られる。したがってナル（モノ）から見る
と、現代人の物質観は、モノの「死体」の
解剖のように見えるかも知れない。 
15) この和辻哲郎の理解を、仮に今取ることに
して、さらにその先に進めていくと、言う
ところの「不定の神」は、あたかも「一神」
のように見えるかも知れない。しかし、そ
の「不定の神」がみづから名乗って託宣す
ることはない、という事が肝心であって、
単なる「一神」という事態ではない。した
がって、日本の神は、単なる「多神」では
ない、とも言えるであろう。個々の神は個
別の機能神のように見えるかも知れない。
しかし、「不定の神」からすると、個々の
神の背後に、個々の神さえもが祈る名付け
られず語られもしない《神》が存在するこ
とになる。人々が直接祈る神は、一応個別
の神ではあるが、結局はこの《不定の神》
に祈っている、との理解も可能である。し
たがって、個別の神とは言いながら、厳密
な役割分担ではなく、そこに融通無碍な傾
向もあることの理由の一つではなかろう
か。いわば代役はいつでも可能なのである。
この問題は今後の検討課題となるもので
あろう。 
29 
